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A   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ 研究の方向性                     

１ 主題設定の理由  

未来につながる新技術が発展し，私たちの社会は年々変化しています。こうした予測不可能な

時代を生きるための資質・能力を育む上で，問題解決的な学習が大きな意味をもちます（本校社

会科では，問題解決的な学習と「探究型の学び」を同義と押さえています）。社会科における問

題解決的な学習について，「小学校学習指導要領解説 社会編（平成29年）」で以下のように記

されています。 

 

 

 
 

「社会生活について理解したり，社会への関心を高めたりする」という表現を目にしたときに

真っ先に浮かんだのは，社会を生きる人々の工夫や願いに心を動かされ，「自分には何ができる

のだろう」「これからの社会はどうあるべきなのだろう」と熟考する児童の姿でした。 

用語・語句に関する知識の習得に終始する学習では，よりよい社会の実現を目指す子供は育ち

ません。人の営みで成り立つ事象を対象に，社会の中で生きていくための生き方や人々が幸せに

なる社会の在り方について学ぶことが，社会参画への意識を高めることにつながると考えます。

この学びを通して獲得できる知識や育まれる心を，宗實（2020）は「豊かさ」と表現しました。 

以上のことから，研究主題を「『見えるもの』から『見えないもの』を考えることを通して，

社会の担い手としての『豊かさ』を育む社会科の学習」と設定しました。 

『見えるもの』から『見えないもの』

を考える 

事実的知識（見えるもの）の獲得で終始するのではなく，事実

的知識を基に，概念的知識（見えないもの）を導き出すこと。 

社会の担い手としての「豊かさ」を

育む 

①「社会的な見方・考え方」を働かせ，社会の仕組みへの理解

を深めること（学びの豊かさ）。 

②時代の変化を受け入れながら，よりよい社会と幸福な人生

を営んでいこうとする心の豊かさを育むこと。 

 「社会的な見方・考え方」を働かせ，人々の工夫や努力，願いといった「見えないもの」が見

えるようになることで，今まで目にしていた社会的事象がこれまでとは違って見えてくるように

なると考えます。こうした経験を繰り返すことが，社会の仕組みへの理解を深めること（学びの

豊かさ）に加え，人々の営みに心を動かしたり，自己の生き方や社会の在り方を考えたりする心

の豊かさを育むことにつながると考えます。 
 

２ 目指す「新たな価値を創り出す」児童の姿 
社会科における「子供が創り出す『価値』」を以下のように押さえました。 

①自ら問いをもって，探究することの価値  

個別の問いを基に学習問題を設定し，問題解決に向け

て調べたり考えたりすることを通して，理解や思考を

深めたり，社会への関心を高めたりする。 

②人と関わり，協働して探究することの価値  

集団における自身のかかわりを自覚し，問題解決に向

けて貢献しようとしたり，他者の異なる視点や考えを

取り入れたりして，新たな学びを生み出す。 

③探究する中で得た内容知や方法知の価値  

「社会的な見方・考え方」を働かせることで，概念的

知識を獲得したり，働かせた「社会的な見方・考え方」

を他の問題解決の場面で生かしたりする。 

単元などにおける学習問題を設定し，その問題の解決に向けて諸資料や調査活動などで調べ，社

会的事象の特色や相互の関連，意味を考えたり，社会への関わり方を選択・判断したりして表現し，

社会生活について理解したり，社会への関心を高めたりする学習などを指している。（下線は筆者） 
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Ⅱ 研究内容の具体                    

１ 「探究型の学び」のイメージ 
社会の担い手としての「豊かさ」を育むためには，問題解決の過程を通して，社会的事象の特

色や意味など応用性や汎用性のある知識を獲得するとともに，人々の営みに心を動かしたり，自

己の生き方や社会の在り方を考えたりすることが大切です。 

本校社会科では，社会的事象から自ら問いを見いだし，問題解決の過程を経て，学びと心の「豊

かさ」を育む「探究型の学び」のイメージを以下のように押さえました。 

 

≪入れ子型構造≫ 

 
 

≪複線型構造≫ 
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２ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」を実現する授業デザイン 

 中央教育審議会「令和の『日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引

き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）」では，「個別最適な学び」と「協働

的な学び」の一体的な充実を図ることの必要性が述べられています。 

本校社会科では，「個別最適な学び」と「協働的な学び」を以下のように押さえ，予測不可能な

時代においても探究し続けることのできる学び手として，学びを深めることはもちろん，学び方

の質を高めることを目指しました。 

◆社会科における「個別最適な学び」 

 児童自身が「学び取る」意識をもち，一人一人の願いや問いに応じて問題解決を進める中で，

社会の仕組みへの理解を深めたり，新たな問いを生み出したりする。 

◆社会科における「協働的な学び」 

 共有した問いについて解決を進める中で，一人一人が自分の考えや能力を働かせ，互いが表

現し合うことで，自分だけでは気付くことのできない新たな学びや視点を得る。 

 

≪学びを深める調べ学習の充実≫ 

 学習問題を自分事とし，その解決を通して学びを深めるためには，調べることを明らかにする

ことや知識を獲得する調べ学習の充実を図ることが大切です。また，社会的事象の意味や特色と

いった目には見えないところに目を向け，自分なりの解釈を生み出す必要があります。 

 そこで，学習問題の解決に向けた調べ学習の在り方について研究を進めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 子供が新たな価値を創り出すための振り返りの工夫 
 社会的事象と自己を結び付け，社会の在り方や自己の関わ

り方を問い続ける姿を適切に見取るために，「まとめ」と「振 

 

 

 

 

 

 

○学習問題に対する予想を立て，調べ学習への見通しをもつ。 

［実践例：４年「残したいもの 伝えたいもの」］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○「すると」，「つまり」，「もし，なかったら」，「なぜなら」などの言葉を介して，自分なりの

解釈を生み出す。  

［実践例：４年「自然災害からくらしを守る」］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①学習問題に

対する現時

点での予想

を立てる。 

②学習問題に

対する現時

点での予想

を基に，調べ

ることを考

える。 

③次時以降で

調べ学習を

進める。 

自ら社会的事象の意

味や役割について問

うことで，目に見える

事実的知識から目に

見えない概念的知識

へと学びが深まる。 

Lv1 取り組みの名前 

Lv2 写真から分かること，内容 

Lv3 本質，概念（つまり すると） 

調べ学習の段階を明

示することで，調べ方

の質を高めようとす

る意欲を喚起する。 
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≪共に学ぶことの価値を見いだす学習活動の設定≫ 

「学校が社会の縮図である」と言われるのは，多様な考えに触れることのできる場として十分

に機能しているからです。しかし，共に学ぶ目的を見いだせず，学びの場が閉鎖的で独善的な考

えが飛び交う空間だとしたら，自分の考えに確信を得たり新たな価値観に気付いたりすることは

できなくなるでしょう。 

学びの場が豊かな学びと心を育む空間として機能し続けるために，児童が互いの考えや調べた

ことを表現し合うことの意味に気付き，共に学ぶことの価値を見いだす学習活動について研究を

進めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 子供が新たな価値を創り出すための振り返りの工夫 
１時間の終末には，学びを確かめ，知識の定着をねらい

とする「まとめ」の時間を設定するとともに，自分自身の

学びについて振り返ります。今まで知らなかったことや，

知ってはいたけれど新たな意味を見いだしたことといっ

た知識の変容や学び方の達成状況を振り返ることで，自身

の成長を期待する学び手としての豊かな心を育むことが

できると考えます。 

「振り返り」については，右のような視点を明示し，学

び方や知識の変容を実感するとともに，次時への意欲喚起

をねらいました。 

 

 

 

 

 

 

○学習問題づくりの場面で，個人の問いを共有し，グループで学習問題をつくる。 

［実践例：５年「国土の気候と地形の特色」］ 

 

 

 

 

 

 

 

○複線型の調べ学習 

［実践例：５年「環境をともに守る」］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

○複線型の調べ学習 

 ・児童の興味・関心に応じて追究する

社会的事象や立場，視点を選択す

る。自分が調べたいことを追究す

る時間を保障することで個別学習

の時間がより機能することに加

え，他の社会的事象や立場，視点を

選択した友達と調べたことについ

て交流する必然性を生む。 

個人の問いを付箋に入力し，共通点や追究する

価値のあることについて議論する。 

・グループでつくった学習問題を基に，学級で一本

化する。 

・十分に調べ活動を進めることのできる学習問題

であれば，グループ毎に調べ学習を進める場合も

ある。 

②全体交流の時間で，「市」「市民」が進める

環境対策について友達が調べたことを聞

いて記述する。 

・児童の興味・関心に応じて追究する社会的

事象や立場，視点を選択する。 

・自分が調べたいことを追究する時間を保障

することで個別学習の時間がより機能する

ことに加え，他の社会的事象や立場，視点

を選択した友達と調べたことについて交流

する必然性を生む。 

③双方の対策の共

通点を考える。 

①「工場」が進める

環境対策につい

て調べることを

選択し，個人で調

べ学習を進める。 
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Ⅲ 研究実践                         

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

１ 研究授業のねらい 

 地域の文化財，年中行事について調べたり，それらの保存・継承に関わってきた人々の願いを

考えたりすることを通して，地域社会の一員として伝統や文化の保存・継承に関わって自分たち

にできることなどを考えようとする態度を養うことをねらいとしました。調べ学習においては，

「旭川市彫刻美術館（旧偕行社）」「アイヌ古式舞踊」「旭川冬まつり」から児童の興味・関心に応

じて選択した一つの社会的事象について調べ，調べたことを全体で交流する複線型の展開としま

した。学習のまとめとして，問題解決の過程で学んだことをポスターやスライドといった表現方

法で学びを整理するとともに，自己の関わり方や理想の社会の在り方について考えました。 

 本時では，調べ学習で各自が調べたことを基に，旭川市彫刻美術館（旧偕行社），アイヌ古式舞

踊，旭川冬まつりの３つの社会的事象の共通点を考えました。自分が主に調べてきたことと他者

が調べてきたことを関係付けることによって，それぞれの文化財や年中行事の特色に加え，その

背景にある保存・継承に関わってきた人々の願いを理解することをねらいました。 
 

２ 単元の指導計画（８時間扱い） 

段階  時間 ◇主な学習活動 ・資料 
評価方法 【評価規準】 
※網掛けは記録に残す。 

見方 考え方 

課
題
把
握 

① ◇旭川市にある古くから残っているものを出し合い，「建

物」「祭り」「芸能」の視点で分類する。 

◇旭川市彫刻美術館（旧偕行社），アイヌ古式舞踊，旭川

冬まつりが残された理由を考え，学習問題をつくる。 

 

 

・ロイロノート「文化財，年中行事の分類」 

ノートの記述や発言から，「文化財や年中行

事が残された理由について考え，自分なり

の問いを見いだしているか」を評価する。 

【態】 

時
間
的 

関
係
的 

比
較
・
分
類 

② ◇学習問題に対する予想を基に，学習計画を立てる。 

 

 

 

 

 

 

ノートの記述や発言から，「文化財や年中行

事が保存，継承される意味について表現し

ているか」を評価する。      【思】 

時
間
的 

関
係
的 

国
民
の
生
活
と 

関
連
付
け ノートの記述や発言から，「学習問題に対す

る予想や問題解決の見通しをもつことがで

きているか」を評価する。     【態】 

事
実
追
究 

③

④ 

◇旭川市彫刻美術館（旧偕行社），アイヌ古式舞踊，旭川

冬まつりについて，特色，歴史，関わっている人（の願

い）について調べる（複線化）。 

・副読本の資料 ・映像資料（アイヌ古式舞踊） 

・施設，行事等のホームページ 

ノートの記述から，「地域の文化財や年

中行事は，地域の人々が受け継いできた

こと，それらには地域の発展など人々の

様々な願いが込められていることを理解

しているか」を評価する。     【知】 

時
間
的 

関
係
的 

国
民
の
生
活
と 

関
連
付
け 

⑤ ◇旭川市彫刻美術館（旧偕行社），アイヌ古式舞踊，旭川

冬まつりについて，特色，歴史，関わっている人（の願

い）について調べたことを交流する。 

・旭川冬まつりのポスター 

発言やノートの記述から，「文化財や年中

行事は，地域の人々が受け継いできたこ

と，それらには地域の発展など人々の様

々な願いが込められていることを理解し

ているか」を評価する。     【知】          

時
間
的 

関
係
的 

総
合 

意
味
追
究 

⑥ ◇旭川冬まつりをオンライン開催した理由を考える。 

・旭川冬まつりのポスター，ホームページ  

発言やノートの記述から，「文化財や年中

行事が保存，継承される意味について表現

しているか」を評価する。    【思】 

時
間
的 

関
係
的 

国

民

の

生

活

と

関
連
付
け 

課
題
解
決 

 

⑦ 

⑧ 

◇学習問題に対するまとめと自分の関わり方を考える。 

 

 

 

 

 
 

◇問題解決の過程で学んだことをポスターやレポートなど

にまとめる。 

ノートから「地域の伝統や文化の保存・継

承に関わって自分たちにできることなど

を考えたり，選択・判断したりして表現し

ているか」を評価する。     【思】 

表現物から「文化財や伝統行事について，

予想や学習計画を立てたり見直したりし

て，主体的に学習問題を追究し，解決しよ

うとしているか」評価する。   【態】 

時
間
的 

関
係
的 

総
合 

４年生実践 『残したいもの 伝えたいもの』 

実践のテーマ：地域の文化財，年中行事の共通点を考え， 

それらを受け継いできた人々の願いを理解する学習 

旭川市彫刻美術館（旧偕行社），アイヌ古式舞踊，旭川冬まつ

りには，人々を幸せにするよさや楽しませる魅力があり，それを

未来に残し続けたいと願う人の努力によって残り続けてきた。

旭川市に古くから伝わる行事に積極的に参加したり，よさをた

くさんの人に伝えたりしていきたい。 

学習問題：旭川市彫刻美術館（旧偕行社），アイヌ古式舞踊，旭川冬まつりは，なぜ，今も残り続けているのだ

ろう。また，文化の存続にどのような人が関わっていて，どのようなことを伝えたかったのだろう。  

学習計画 

①個人で調べる。 

・特色 ・歴史 ・関わっている人（の願い） 

②調べたことを全体で交流する。 

③学習したことをスライドやポスターにまとめる。 

（
本
時
） 
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３ 本時の学習 

(1) 本時の目標 

旭川市彫刻美術館（旧偕行社），アイヌ古式舞踊，旭川冬まつりについて調べたことから共通点を

見いだし，地域の文化財や年中行事には，「地域の発展」や「人々の豊かな暮らし」といった保存・

継承に関わる人々の願いが込められていることを理解する。 

 

(2) 本時の展開（８時間扱いの５時間目）  

◇学習活動 ・予想される児童の姿 研究との関わり・留意点 
 

１ 学習計画から，本時の課題を確認する（３分）。 

 ・前回は，それぞれが旭川市彫刻美術館（旧偕行社），

アイヌ古式舞踊，旭川冬まつりについて調べてきた。 

 ・調べてきたことを基に交流して，共通点を考えよう。 

 

 

 

 

２ それぞれが調べてきたことについて全体で交流する

（７分×３）。 

彫刻美術館（旧偕行社） アイヌ古式舞踊 旭川冬まつり 
・国に重要文化財に登

録されている。 

・旭川市の文化や歴史

を伝える建物として

守られている。 

・神への感謝の気持ち

が込められている。 

・多くの人たちに知っ

てもらえるように

様々な場所で踊られ

ている。 

・冬の寒さや雪を魅力

あるものにしたいと

いう願いが込められ

ている。 

・市民も楽しんで参加

できるような工夫を

している。 

 

３ ３つの社会的事象の共通点を考え，交流する（７分）。 

・それぞれによさがあり，願いをもって伝えようとして

いる人がいる。 

・伝えられることで，人々が幸せになっていく。 

・地域が発展することを願っている。 

 

４ 旭川冬まつりのポスターに書かれた「みんなの冬」

の意味についてペアで交流する（５分）。 

・「みんな」に冬のよさを知ってほしい。 

・「みんな」という言葉を使うことで「市民」で楽しむ行

事にしようとしている。 

 

 

 

 
 

 

５ まとめを書き，全体でまとめる（６分）。  

 

 

 

 

 

 

６ 本時の学習を振り返る（３分）。 

 

・学習計画を想起させる。 

 

 

 

 

 

 

 

◇「個別最適な学び」と「協働的な学び」を実

現する授業デザイン      研究視点２  

・必要に応じて，自分が調べていない社会的事

象に関する情報をワークシートに記入させ

る。 

 

 

 

 
・人々の願いに着目できていない場合は，「こ

れらの文化が残っていくことのよさは何だ

ろう。これらの文化が残っていくと…の続き

を考えてみましょう。」と発問する。 

 
 

・2022 年の旭川冬まつりのポスターを提示す

る。 
※「みんな」の部分は，マスキングして提示し，マスキン

グされた部分に入る言葉を予想させる 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

◇社会の在り方や自己の生き方を問い続ける

姿を見取る評価        研究視点３  

 

 

 

 

 

 

 

４ 授業の実際 

課題：旭川市彫刻美術館（旧偕行社），アイヌ古式舞踊，旭川冬まつりには，どのような共通点

があるのだろう。 

旭川市彫刻美術館（旧偕行社），アイヌ古式舞踊，旭

川冬まつりには，地域が発展してほしい，人々の生活が

豊かになってほしいといった願いが込められている。 

旭川市彫刻美術館（旧偕行社），アイヌ古式舞踊，

旭川冬まつりについて調べたことから共通点を見

いだし，地域の文化財や年中行事には，「地域の発

展」や「人々の豊かな暮らし」といった保存・継承

に関わる人々の願いが込められていることを理解

している。          （発言・ノート）                  

◇授業の見所・本時で願っている児童の姿 

自分が調べてきたことと他者が調べてきたことを関係付けることによって，文化財や年中行事

の背景にある保存・継承に関わってきた人々の願いを捉え，表現している姿。 
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４ 授業の実際 

問題解決の過程の中で，自らの問いを解決するために社会的事象について調べ，社会的事象の

意味や役割を捉えたり，自分なりの解釈をもったりすることによって，社会の在り方や自己の  

 共に学ぶことの価値を見いだ

すためには，自らの問いをきっか

けとして社会的事象について調

べ，調べたことを交流する中で，

自他の解釈を基に学びを深める

ことが大切だと考えました（図

１）。その手立てとして，以下の

２点を重視しました。 

 

 

 

 

調べる時間を十分に確保するために

は，自ら問いをもつこと，そして，何に

ついて調べていくのか見通しをもつこ

とが大切だと考えました。単元２時間目

の課題把握の学習で，Ａ児は，学級の総

意で決定した「旭川市彫刻美術館（旧偕

行社），アイヌ古式舞踊，旭川冬まつり

は，なぜ，今も残り続けているのだろ

う。」という学習問題に対して，「文化と

歴史があり，市民や外国の方に親しま

れ，愛され続けてきたから。」という予想

を立てました。予想を立てることによって調べることが明確になり，関わっている人，歴史，文

化について調べていく見通しをもつことができました。 

本単元では，自らの興味・関心を基に社会的事象について深く調べることに加え，他の社会的

事象や立場，視点を選択した友達と調べたことについて交流する必然性を生むことをねらい,  

複線型構造で学習を進めました。 

Ｂ児は，「旭川冬まつり」を選択

し，旭川市役所観光課の方へのイ

ンタビュー活動で学んだことを基

に，「冬まつり実行委員の方が，『国

内外からの観光客の方に旭川のよ

さを知ってもらいたい』という願

いをもっている」ことを捉えまし

た。さらに，互いに調べたことを

交流する場面で，「文化財や年中行

事に携わる人の願い」に着目し，

その共通点として「残していきた

いと思った人の，より多くの人に

知ってもらいたいという思いや願

いが今の時代までに伝わってきて

共に学ぶことの価値を見いだす学習活動の設定 

 

①調べる時間を保障する。 

②調べたことを交流する時間

を設定する。 

【Ａ児の２時間目のワークシート】 

 

【Ｂ児の調べ学習時のワークシート】 

 

【図１ 探究型の学びのイメージ（複線型構造）】 
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いる。」と表現しました。視点をもって調べ学習を進める

ことで，その視点を用いて他の社会的事象を捉えようと

する思考が働くようになり，共通点や社会的事象の意味

や特色といった汎用性のある知識を獲得することにつ

ながりました。 

 

 

 自身の学びや学び方について振り返ることが，探究の原動力とな

り，学びと心の豊かさにつながっていくと考えました。そこで，課題

に対する答えとして学習内容を自分の言葉でまとめたり，学び方や

知識の変容について振り返ったりする時間を１単位時間の終末部に

設定しました。また，右の表のような振り返りの視点を明示すること

で，振り返りの視点を自ら選択することができるようにしました。 

Ｃ児は，本時において「成長・変化」，「未来」の視点で

振り返り，「文化財にも年中行事にも関わる人々の願いが込

められている」ことを捉え，学びの変容について自覚しまし

た。振り返りの視点の中から学習を終えた自分の姿として適

切に表現できるものを選択することによって，自分の課題を

解決するに至った過程を自分自身で見直し，次時以降の学び

方を見通したり，調整したりすることができました。 

 
 

Ⅳ １年次研究の成果と課題                         

１ 研究の成果 
○学習問題に対する予想を立てる活動を重視することで，調べ学習における視点が明確にな

り，主体的な問題解決につながりました。 

○複線型構造で学習を進めることで，調べ学習で用いた視点や獲得した知識を介して，他の

社会的事象との共通点や特色を考えるなど，学びの転用を図ろうとする姿が見られました。 

○振り返りの視点を基に学習を振り返ることで，学習後の自分の状態をより適切に表現する

ことができ，次時以降の学び方を見通したり，調整したりすることにつながりました。 
 

２ 今後の課題 
○調べ学習において事実的知識の獲得に終始してしまい，「自分なりの解釈」を生み出すこ

とのできない児童への手立てについて明らかにする必要があります。 

○振り返りの場面において，獲得した知識については自覚するものの，「学び方の変容」を

捉えることに難しさを感じている児童への手立てについて明らかにする必要があります。 
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【Ｃ児の本時のまとめと振り返り】 

 

【振り返りの視点】 

 

子供が新たな価値を創り出すための振り返りの工夫（振り返りの視点の明確化） 

【交流学習時のＢ児のワークシート】 

 


